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 [抄 録] 
近年,藤澤は 2009 年度から 2013 年度までの中学校における柔道の「授業」及び「部活動」を対象とし
て,安全対策の観点から柔道の負傷事故の現況について明らかにした。本研究では, 研究対象を高等
学校に移し,中学校同様に高等学校における柔道の「授業」及び「部活動」の負傷事故の現況を明らか
にした。また,中学校の負傷事故の比較から,高等学校の負傷事故の傾向と特徴を明らかにし, その対
策についてコーチ学的観点から検討することを目的とした。データを収集については,柔道の「授業」及
び「部活動」の負傷事故に関する情報提供を独立行政法人日本スポーツ振興センターに依頼した。ま
た,分析方法について,「授業」では, 5 年間の負傷事故発生件数の合計,平均値,標準偏差を整数値で
算出した。さらに,分母に柔道の「授業」で発生した負傷事故件数の全体数をあて,分子に各調査項目を
あてて,その割合を整数値,または整数値で示せないものは少数点第１位まで算出した。「部活動」は「授
業」の負傷事故の分析方法に加え,公益財団法人全国高等学校体育連盟のホームページから,全国の
柔道部の部員数を把握し,それを用いて各調査項目の発生率を少数点第 2 位まで算出した。その結果,
中学校との比較し,高等学校の負傷事故の傾向と特徴について明らかにし,それをもとに安全対策につ
いて検討をした。 
まず,高等学校における柔道の「授業」及び「部活動」の負傷事故の発生状況,種類,部位について,主
な結果を以下に示す。「授業」の負傷事故件数は 13,884 件であり,男女別の負傷事故件数は男子
13,062 件,女子 822 件であった。また,学年別の負傷事故件数は 2 年生 6,510 件,1 年生 5,972 件,3 年
生 1,402 件の順で多かった。さらに,負傷事故の多かった上位 3 種類は骨折 4,680 件,挫傷･打撲 4,325
件,捻挫 3,581 件であった。負傷事故の多かった上位 3 部位は下肢部 5,497 件,体幹部 3,626 件,上肢
部 2,745 件であり,それぞれの部位の中では足･足指部 2,777 件,肩部 1,489 件,手･手指部 1,366 件が
最も多かった。また,「部活動」の負傷事故件数は 22,810 件であり,男女別の負傷事故件数は男子
18,279 件,女子 4,531 件であった。また,学年別の負傷事故件数は 1 年生 9,891 件,2 年生 9,174 件,3
年生 3,745 件の順で多かった。さらに,負傷事故の多かった上位 3 種類は捻挫 6,605 件,挫傷･打撲
6,504 件,骨折 5,261 件であった。負傷事故の多かった上位 3 部位は下肢部 9,776 件,体幹部 5,762 件,
上肢部 5,205 件であり,それぞれの部位の中では膝部 4,488 件,肩部 3,468 件,肘部 2,457 件が最も多
かった。 
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次に,中学校の負傷事故との比較考察の結果, 以下のことが明らかにされた。高等学校における柔道
の「授業」の負傷事故については,①高等学校の「授業」の負傷事故件数は中学校の約 0.6 倍であった。
②負傷事故の上位 3 種類は中学校,高等学校ともに骨折,挫傷･打撲,捻挫の順であった。③負傷事故
の上位 3 部位は中学校,高等学校ともに下肢部,体幹部,上肢部の順で,それぞれの部位では,下肢部で
は足･足指部,体幹部では肩部,上肢部では手･手指部の負傷数が最も多かった。また,「部活動」の負傷
事故については,①高等学校の「部活動」の負傷事故数は中学校の約 0.7 倍であった。②負傷事故の
上位 3 種類は中学校では骨折,捻挫,挫傷･打撲の順で多かったが,高等学校では捻挫,挫傷･打撲,骨
折の順であり異なっていた。③負傷事故の上位 3 部位は中学校では下肢部,上肢部,体幹部の順で多
かったが,高等学校では下肢部,体幹部,上肢部の順であり,異なっていた。また,それぞれの部位の中で
は,中学校は下肢部では足･足指部,上肢部では手･手指部,体幹部では肩部,高等学校では膝部,肘部,
肩部がそれぞれ最も多かった。 
以上の結果をもとに,安全対策について検討し,以下の結論を得た。高等学校における柔道の「授業」
では,高等学校教師の生徒への正しい足運びや体捌き,組み手の指導が大切であり, 受の十分な練習
による受け身の習得と,取の安定した体勢で引き手を最後まで引くなど相互の配慮の必要性があると考
えられる。また,「部活動」では,指導者が日頃から競技者に対し,合理的かつ安全な技の掛け方を指導す
ることが大切であり,投げられた際や関節技を施された時には勝負にこだわり過ぎずに潔く受け身をとるこ
とや「参った」を示すことなど,競技者への安全教育が重要であることを指摘した。 
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Ⅰ．問題の背景 
近年, 藤澤(2015,pp.84-100)は中学校におけ
る柔道の負傷事故の現況について,安全対策の
観点から研究し,以下のことが明らかにされた。 
まず,中学校における柔道の「授業」の負傷事
故件数は 2009 年度から 2013 年度までで 21,526
件であり,男女別でみると男子 17,474 件,女子
4,088 件であった。また,学年別の負傷事故件数
は 2 年生 8,403 件,3 年生 7,144 件,1 年生 6,015
件の順で多かった。さらに,負傷事故の多い上位
3 種類は骨折 7,946 件,挫傷･打撲 6,794 件,捻挫
5,556 件であった。負傷事故の多い上位 3 部位
は下肢部 8,568 件,体幹部 5,109 件,上肢 部
4,445 件であり,それぞれの部位の中では足･足指
部 5,534 件,肩部 1,991 件,手･手指部 2,215 件が
最も多かった。 
次に,中学校における柔道の「部活動」の負傷
事故 件 数 は 2009 年度 から 2013 年度 までで
32,013 件で発生している。学年別の負傷事故件
数は 2 年生 13,066 件,1 年生 12,535 件,3 年生
6,412 件の順で多かった。また,男女別では男子
25,009 件,女子 7,004 件であった。負傷事故の多
い上位 3 種類は骨折 12,756 件,捻挫 8,466 件,
挫傷･打撲 7,827 件であった。さらに,負傷事故の
多い上位 3 部位は下肢部 12,442 件,上肢部
8,538 件,体幹部 8,211 件であり,それぞれの部位
の中では足･足指部 5,614 件,手･手指部 3,581
件,肩部 4,905 件が最も多かった。 
以上の結果より,中学校における柔道の負傷
事故は柔道の「授業」と「部活動」では活動の頻
度,運動負荷,形態などの内容が異なることから,
負傷事故の発生状況,種類,部位には相違点が
みられた。よって,柔道の「授業」と「部活動」,それ
ぞれに対する安全対策を講ずる必要があると指
摘している。 
さて,柔道の「授業」と「部活動」は中学校だけ
でなく,高等学校でも広く行われている。まず,高
等学校の柔道の「授業」は,2009 年度に学習指
導要領の改訂が行われ,武道必修化となった中
学校の保健体育との指導内容の体系化が図ら
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れている(文部科学省,2009) 。しかし,この指導内
容の改訂が高等学校の負傷事故にどのように影
響したかは明らかにされていない。次に,高等学
校 の柔 道 の「部 活 動 」については,1999 年 から
2009 年の 10 年間で死亡率(10 万人あたりの死亡
生徒数)は,ラグビー3.616 に次ぐ,2.807 であったと
いう報告があり,中学校の同死亡率 1.883 よりも高
い こ と が 明 ら か に さ れ て い る ( 内 田 , 
2011,pp.95-103)。このように, 柔道 の「授業」や
「部活動」は中学校だけでなく,高等学校でも広く
行われており，継続的に柔道を行なわれていると
いう視点から,中学校と比較し,高等学校の負傷
事故の特徴と傾向も明らかにする必要がある。 
よって,本研究では中学校に続き,高等学校に
おける柔道の「授業」及び「部活動」の負傷事故
の現況を明らかにする。また,中学校の負傷事故
の比較から,高等学校の負傷事故の傾向と特徴
を明らかにし, その対策についてコーチ学的観
点から検討することを目的とした。 
なお,本研究の負傷事故の範囲については,中
学校における負傷事故に関する研究(2015)と同
様に「その原因である事由が学校管理下で生じ
たもので,療養に要する費用の額が 5,000 円以上
のもの」(日本スポーツ振興センター,2014,p.223)
とした。 
 
Ⅱ．研究方法 
１．対象 
高等専門学校を除く,高等学校において 2009
年度から 2013 年度までの 5 年間に独立行政法
人日本スポーツセンター(以下,JSC)から,負傷の
災 害 共 済 給 付 が行 われた柔 道 の「授 業 」及 び
「部活動」での疾病を除く負傷事故とした。 
JSC は義務教育諸学校等の管理下における
児童,生徒等の災害に関する必要な給付業務を
行っており,平成 25 年度の災害共済給付への高
等学校の加入状況をみると,98.0％(日本スポー
ツ振興センター,2014,p.226)であり,加入状況は
極めて高い。JSC では平成 17 年度から災害共済
給付オンラインシステムを導入し,オンライン請求
システムを基に 100％の調査を行っている。JCS
が発刊している「学校管理下の災害‐20 基本統
計」(2005)では 4%抽出調査にとどまっていたが,
「学校管理下の災害‐21 基本統計」(2008)から
は災害共済給付申請があったすべてのデータを
もとに作られた統計データとなっている。 
 
２．データ収集方法 
高等学校の柔道の「授業」及び「部活動」の負
傷事故に関する情報提供については,JSC に対し,
研究の趣旨を説明し,情報提供の承諾を得た。な
お, 負傷事故の情報提供項目については, こち
らが情報を必要とする項目を作成し,情報提供を
依頼した。 
 
３．調査項目 
高等学校の柔道の「授業」及び「部活動」の負
傷事故の発生状況,種類,部位について調査した。
負傷事故の発生状況については全体の負傷事
故件数,男女別の負傷事故件数,学年別の負傷
事故件数とした。さらに,負傷事故の種類につい
ては骨折,捻挫,脱臼,挫傷･打撲,靭帯損傷･断裂,
その他(挫創,切創,刺創,割創,擦過傷,熱傷･火
傷,歯牙歯折,その他)とした。また,負傷事故の部
位については,頭部,顔部(前額部,眼部,頬部,耳
部,鼻部,口部,歯部,顎部),体幹部(頸部,肩部,胸
部,腰部,腹部,背部,臀部),上肢部(上腕部,肘部,
前腕部,手関節部,手･手指部),下肢部(大腿部･
股関節,膝部,下肢部,足関節部,足･足指部)とし
た。 
 
４．分析方法 
１) 授業 
「授業」の負傷事故の分析に関しては,2009 年
度から 2013 年度までの 5 年間の負傷事故発生
件数の合計,平均値,標準偏差を整数値で算出
した。また,授業に参加している生徒数の資料が
ないため,分母に柔道の「授業」で発生した負傷
事故件数の全体数をあて,分子に各調査項目を
あてて,その割合を整数値,または整数値で示せ
ないものは少数点第１位まで算出した。 
 
２) 部活動 
「部活動」の負傷事故の分析に関しては,「授
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業」の負傷事故の分析方法に加えて, 公益財団
法人全国日本高等学校体育連盟のホームペー
ジから,全国の柔道部の部員数を把握し,それを
用いて各調査項目の発生率を少数点第 2 位まで
算出した。なお,負傷事故発生率は負傷事故件
数／部員数×100(％)として示した。(以下,発生
率とする。ただし,男女別の発生率を算出するに
あたっては,母数は男女別の部員数とした。) 
 
Ⅲ．結果 
１．「授業」における負傷事故の現況  
１) 負傷事故件数 (表１) 
「授 業 」の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計は 13,884 件であった。平均
値は 2,776,標準偏差は 318 であった。この 5 年間
の負傷事故の推移としては 2009 年度の 2,878 件
から 2011 年度の 3,011 件と 100 件ほど増加して
いたが,2012 年度以降は減少しており,2013 年度
は 2,242 件とこの 5 年間で最も少なかった。 
 
表 1 「授業」の負傷事故件数 
給付年度 件数 
2009 2,878 
2010 3,004 
2011 3,011 
2012 2,749 
2013 2,242 
合計 13,884 
平均値 2,776 
標準偏差 318 
  
 
① 男女別の負傷事故 (表２) 
男 女 別 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)は男子が 13,062 件
(94%),女子が 822 件(5%)であった。この 5 年間の
男女別の負傷事故件数の推移を述べる。まず,
男子は 2009 年度 2,714 件(94%)から 2010 年度
2,837 件(94%)と 100 件ほど増加していたが,2011
年度以降は減少しており,2013 年度には 2,095 件
(94%)と最も少なかった。一方,女子の負傷事故件
数の推移は 2009 年度 164 件(5%)から 2011 年度
180 件(5%)と 16 件微増していたが,2012 年度以降
は減少しており,2013 年度には 147 件(6%)と最も
少なかった。 
 
表 2 「授業」の男女別の負傷事故件数 
給付 男子 女子 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 
2009 2,714 94% 164 5% 2,878 
2010 2,837 94% 167 5% 3,004 
2011 2,831 94% 180 5% 3,011 
2012 2,585 94% 164 5% 2,749 
2013 2,095 93% 147 6% 2,242 
合計 13,062 (94%) 822 (5%) 13,884
 
② 学年別の負傷事故 (表３) 
学 年 別 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは
2 年生で 6,510 件(46％),次に 1 年生 5,972 件
(43％),3 年生 1,402 件(10％)の順であった。全て
の年度においてこの順に変動はなかった。 
 
 
表 3 「授業」における学年別の負傷事故件数 
給付 1 年生 2 年生 3 年生 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 1,255 43% 1,283 44% 340 11% 2,878 
2010 1,307 43% 1,399 46% 298 9% 3,004 
2011 1,285 42% 1,432 47% 294 9% 3,011 
2012 1,153 41% 1,341 48% 255 9% 2,749 
2013 972 43% 1,055 47% 215 9% 2,242 
合計 5,972 (43%) 6,510 (46%) 1,402 (10%) 13,884 
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２) 負傷事故の種類 (表４) 
種類ごとにみた負傷事故件数について,2009
年度から 2013 年度までの合計(割合)をみると,骨
折 が 最 も 多 く 4,680 件 (33%), 次 に 挫 傷 ･ 打 撲
4,325 件(31%),捻挫 3,581 件(25%),脱臼 599 件
(4%),靭帯損傷･断裂 353 件(2%),その他 346 件
(2%)の順であった。年度毎にみても概ね上位 3 種
類についてはこの順に変動はなかったが,2011 年
度以降は靭帯損傷･断裂よりもその他の件数が
上回っていた。 
 
表 4 「授業」における種類ごとにみた負傷事故件数 
給付 骨折 挫傷･打撲 捻挫 脱臼 靭帯損傷 
断裂
その他 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 1,039 36% 923 32% 728 25% 120 4% － － 68 2% 2,878 
2010 991 32% 916 30% 814 27% 133 4% 24 0.7% 126 4% 3,004 
2011 1,007 33% 926 30% 784 26% 126 4% 115 3% 53 1% 3,011 
2012 886 32% 879 31% 695 25% 111 4% 121 4% 57 2% 2,749 
2013 757 33% 681 30% 560 24% 109 4% 93 4% 42 1% 2,242 
合計 4,680 (33%) 4,325 (31%) 3,581 (25%) 599 (4%) 353 (2%) 346 (2%) 13,884 
 
３) 負傷事故の部位 (表５) 
部位ごとにみた負傷事故件数について,2009
年度から 2013 年度までの合計(割合)で最も多か
ったのは下 肢 部 で 5,497 件 (39%),次 に体 幹 部
3,626 件(26%),上肢部 2,745 件(19%),頭部 1,322
件(9%),顔部 694 件(4%)の順であった。年度毎に
みても,この順に変動はなかった。 
さらに,負傷事故件数が多かった下肢部,体幹
部,上肢部の上位 3 部位について詳しくみる。  
 
表 5 「授業」における部位ごとにみた負傷事故件数 
給付 頭部 顔部 体幹部 上肢部 下肢部 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 227 7% 125 4% 747 25% 613 21% 1,166 40% 2,878 
2010 284 9% 147 4% 782 26% 623 20% 1,168 38% 3,004 
2011 316 10% 173 5% 785 26% 546 18% 1,191 39% 3,011 
2012 278 10% 148 5% 728 26% 517 18% 1,078 39% 2,749 
2013 217 9% 101 4% 584 26% 446 19% 894 39% 2,242 
合計 1,322 (9%) 694 (4%) 3,626 (26%) 2,745 (19%) 5,497 (39%) 13,884 
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① 下肢部の負傷事故 (表６) 
下 肢 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは
足･足指部で 2,777 件(50%),次に足関節部 1,553
件(21%),膝部 812 件(14%),下腿部 469 件(8%),大
腿部･股関節 262 件(4%)の順であった。年度毎に
みても,この順に変動はなかった。 
 
 
表 6 「授業」における下肢部の負傷事故件数 
給付 大腿部･股関節 膝部 下腿部 足関節部 足･足指部 合計
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 59 5% 171 14% 108 9% 234 20% 594 50% 1,166
2010 58 4% 159 13% 91 7% 248 21% 612 52% 1,168
2011 56 4% 170 14% 111 9% 264 22% 590 49% 1,191
2012 46 4% 183 16% 81 7% 249 23% 519 48% 1,078
2013 43 4% 129 14% 78 8% 182 20% 462 51% 894 
合計 262 (4%) 812 (14%) 469 (8%) 1,177 (21%) 2,777 (50%) 5,497
 
② 体幹部の負傷事故 (表７) 
体 幹 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは,
肩部で 1,489 件(41%),次に,頸部 1,042 件(28%),
胸 部 (14%), 腰 部 (10%), そ の 他 ( 腹 部 , 背 部 , 臀
部)191 件(5%)の順であった。年度毎にみても,こ
の順に変動はなかった。 
 
表 7 「授業」における体幹部の負傷事故件数 
給付 頸部 肩部 胸部 腰部 その他 合計
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 208 27% 339 45% 82 10% 82 10% 36 4% 747 
2010 228 29% 303 38% 119 15% 97 12% 35 4% 782 
2011 225 28% 338 43% 113 14% 72 9% 37 4% 785 
2012 219 30% 275 37% 108 14% 71 9% 55 7% 728 
2013 162 27% 234 40% 95 16% 65 11% 28 4% 584 
合計 1,042 (28%) 1,489 (41%) 517 (14%) 387 (10%) 191 (5%) 3,626
 
③ 上肢部の負傷事故 (表８) 
上 肢 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは,
手･手指部で 1,366 件(49%),次に肘部 651 件
(21%),手関節部 390 件(14%),前腕部 226 件(8%),
上腕部 112 件(4%)の順であった。年度毎にみても,
この順に変動はなかった。 
 
表 8 「授業」における上肢部の負傷事故件数 
給付 上腕部 肘部 前腕部 手関節部 手･手指部 合計
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 26 4% 134 21% 57 9% 74 12% 322 52% 613 
2010 23 3% 164 26% 52 8% 95 15% 289 46% 623 
2011 22 4% 139 25% 39 7% 85 15% 261 47% 546 
2012 19 3% 107 20% 47 9% 76 14% 268 51% 517 
2013 22 4% 107 23% 31 6% 60 13% 226 50% 446 
合計 112 (4%) 651 (23%) 226 (8%) 390 (14%) 1,366 (49%) 2,745
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２．「部活動」における負傷事故の現況 
１) 部員数 (表９)  
全国の高等学校の柔道部の部員数は 2009 年
度 には 28,070 人 であったが,2013 年 度 では
23,222 人であり,5 年間に 5,000 人近く減少してい
た。なお,「部活動」における負傷事故の発生率を
算出する際には,表９に示した部員数を母数とし
た。 
表 9 部員数 
年度 男子 女子 合計 
2009 22,832 5,238 28,070 
2010 21,795 5,220 27,015 
2011 20,638 4,864 25,502 
2012 20,366 4,851 25,217 
2013 18,719 4,503 23,222 
合計 104,350 24,676 129,026 
全国高等学校体育連盟 HP より筆者作成 
 
２) 負傷事故の件数 (表 10)  
「部活動」の負傷 事故 について,2009 年度から
2013 年度の合計(発生率)は 22,810 件(17.67％)
であった。平均値は 4,562 件,標準偏差は 279 で
あった。この 5 年間の負傷事故件数(発生率)の
推移をみると 2009 年度の 4,596 件(16.37%)から
2011 年度の 4,966 件(19.47%)と 400 件近く増加
したが,2012 年度以降は減少しており,2013 年度
は 4,194 件(18.06%)とこの 5 年間で負傷事故件数
は最も少なかった。 
表 10 「部活動」の負傷事故件数 
給付年度 件数 発生率 
2009 4,596 16.37% 
2010 4,594 17.00% 
2011 4,966 19.47% 
2012 4,460 17.68% 
2013 4,194 18.06% 
合計 22,810 (17.67%) 
平均 4,562 
標準偏差 279 
 
① 男女別の負傷事故 (表 11) 
男女別の負傷事故について,2009 年度から 2013
年度までの合計(割合,発生率)は男子が 18,279
件 (80 ％ ,17.51 ％ ) で あ り , 女 子 が 4,531 件
(19％,18.36％)であった。この 5 年間の男女別の
負傷事故の件数の推移を述べる。まず,男子は
2009 年度 3,717 件(80%,16.27%)から 2011 年度
3,982 件(80%,19.29%)と 200 件以上増加していた
が,2011 年度以降は減少しており,2013 年度には
3,290 件(78%,17.57%)と最も負傷事故件数が少な
か っ た 。 一 方 , 女 子 は 2009 年 度 879 件
(19%,16.78%)から 2011 年度 984 件(19%,2023%)と
100 件 ほど増 加 していた。2012 年 度 891 件
(19%,18.36%)と 100 件近く減少していたが,2013
年度には 904 件(21%,20.07%)と負傷事故件数は
10 件ほど微増していた。 
 
表 11 男女別の負傷事故件数 
給付 男子 女子 合計 
年度 件数 割合 発生率 件数 割合 発生率 
2009 3,717 80% 16.27% 879 19% 16.78% 4,596 
2010 3,721 80% 17.07% 873 19% 16.72% 4,594 
2011 3,982 80% 19.29% 984 19% 20.23% 4,966 
2012 3,569 80% 17.52% 891 19% 18.36% 4,460 
2013 3,290 78% 17.57% 904 21% 20.07% 4,194 
合計 18,279 80% (17.51%) 4,531 19% (18.36%) 22,810 
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②学年別の負傷事故 (表 12) 
学 年 別 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは
1 年生で 9,891 件(43％),次に 2 年生 9,174 件
(40％),3 年生 3,745 件(16％)の順であり,全ての
年度において,この順に変動はなかった。なお,発
生率については,各学年の部員数が明らかでな
いため省いた。 
表 12 学年別の負傷事故 
給付 １年生 ２年生 ３年生 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 1,965 42% 1,861 40% 770 16% 4,596 
2010 2,011 43% 1,851 40% 732 15% 4,594 
2011 2,165 43% 2,040 41% 761 15% 4,966 
2012 1,864 41% 1,801 40% 795 17% 4,460 
2013 1,886 44% 1,621 38% 687 16% 4,194 
合計 9,891 43% 9,174 40% 3,745 16% 22,810 
 
 
３) 負傷事故の種類 (表 13) 
種類ごとにみた負傷事故について,2009 年度
から 2013 年度までの合計(割合,発生率)が最も
多いのは捻挫で 6,605 件(28％,5.11%),次に挫
傷･打撲で 6,504 件(28％,5.04％),骨折 5,261 件
(23％,4.07％),脱臼 1,882 件(8％,1.45％),靭帯
損傷･断裂 1,777 件(7％,1.37％),その他 781 件
(3％,0.60％)の順であった。年度毎にみると,2009
年度から 2010 年度にかけては挫傷･打撲が最も
多かったが,2011 年度からは捻挫が最も多かった。
また,靭帯損傷･断裂については,2011 年度以降
脱臼,その他を上回っていた。 
 
表 13 種類ごとにみた負傷事故件数 
給付 骨折 挫傷･打撲 捻挫 脱臼 靭帯損傷･ 
断裂
その他 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
1,111 24% 1,516 32% 1,431 31% 390 8% - 148 3% 
4,596 
[3.95] [5.40] [5.09] [1.38] [0.52] 
2010 
1,064 23% 1,472 32% 1,357 29% 361 7% 105 2% 235 5% 
4,594 
[3.93] [5.44] [5.02] [1.33] [0.38] [0.86] 
2011 
1,152 23% 1,267 25% 1,391 28% 404 8% 594 11% 158 3% 
4,966 
[4.51] [4.96] [5.45] [1.58] [2.32] [0.61] 
2012 
996 22% 1,185 26% 1,233 27% 380 8% 552 12% 114 2% 
4,460 
[3.94] [4.69] [4.88] [1.50] [2.18] [0.45] 
2013 
938 22% 1,064 25% 1,193 28% 347 8% 526 12% 126 3% 
4,194 
[4.03] [4.58] [5.13] [1.49] [2.26] [0.54] 
合計 
5,261 23% 6,504 28% 6,605 28% 1,882 8% 1,777 7% 781 3% 
22,810 
([4.07]) ([5.04]) ([5.11]) ([1.45]) ([1.37]) ([0.60]) 
※[ ]は発生率(％) 
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４) 負傷事故の部位 (表 14) 
部位ごとにみた負傷事故について,2009 年度
から 2013 年度までの合計(割合,発生率)で最も
多かったのは下肢部で 9,776 件(42％,7.57％),
次 に 体 幹 部 (25 ％ ,4.46 ％ ), 上 肢 部 5,205 件
(22％,4.03％),顔部 1,272 件(5％,0.98％),頭部
795 件(3％,0.61％)の順であった。この順につい
ては年度毎にみても,変動はなかった。 
さらに,負傷事故の部位で負傷事故件数が多
かった,下肢部,体幹部,上肢部の上位３部位につ
いてさらに詳しくみる。 
 
表 14 部位ごとにみた負傷事故件数 
給付 頭部 顔部 体幹部 上肢部 下肢部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
118 2% 235 5% 1,191 25% 1,135 24% 1,917 41% 
4,596 
[0.42] [0.83] [4.24] [4.04] [6.82] 
2010 
147 3% 266 5% 1,153 25% 1,029 22% 1,999 43% 
4,594 
[0.54] [0.98] [4.26] [3.80] [7.39] 
2011 
187 3% 278 5% 1,245 25% 1,099 22% 2,157 43% 
4,966 
[0.73] [1.09] [4.88] [4.30] [8.45] 
2012 
177 3% 268 6% 1,122 25% 1,002 22% 1,891 42% 
4,460 
[0.70] [1.06] [4.44] [3.97] [7.49] 
2013 
166 3% 225 5% 1,051 25% 940 22% 1,812 43% 
4,194 
[0.71] [0.96] [4.52] [4.04] [7.80] 
合計 
795 3% 1,272 5% 5,762 25% 5,205 22% 9,776 42% 
22,810
([0.61]) ([0.98]) ([4.46]) ([4.03]) ([7.57]) 
※[ ]は発生率(％) 
 
① 下肢部の負傷事故 (表 15) 
下 肢 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度の合計(割合,発生率)で最も多かった
のは,膝部で 4,488 件(45％,3.47％)次に足関節
部で 2,061 件(21％,1.59％),足･足指部 2,052 件
(20％,1.59％),下腿部 797 件(8％,0.61%),大腿部
378 件(3％,0.29％)の順であった。年度毎にみる
と,全ての年度において膝部の負傷事故件数が
最も多いが,足関節部と足･足指部の件数は,年
度により多寡が異なった。 
 
表 15 下肢部の負傷事故件数 
給付 大腿部 膝部 下腿部 足関節部 足･足指部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
60 3% 860 44% 156 8% 413 21% 428 22% 
1,917
[0.21] [3.06] [0.55] [1.47] [1.52] 
2010 
73 3% 864 43% 177 8% 447 22% 438 21% 
1,999
[0.27] [3.19] [0.65] [1.65] [1.62] 
2011 
93 4% 969 44% 183 8% 491 22% 421 19% 
2,157
[0.36] [3.79] [0.71] [1.92] [1.65] 
2012 
82 4% 914 48% 142 7% 366 19% 387 20% 
1,891
[0.32] [3.62] [0.56] [1.45] [1.53] 
2013 
70 3% 881 48% 139 7% 344 18% 378 20% 
1,812
[0.30] [3.79] [0.59] [1.48] [1.62] 
合計 
378 3% 4,488 45% 797 8% 2,061 21% 2,052 20% 
9,776
([0.29]) ([3.47]) ([0.61]) ([1.59]) ([1.59]) 
※[ ]は発生率(％) 
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② 体幹部の負傷事故 (表 16) 
体 幹 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度の合計(割合,発生率)で最も多かった
のは,肩部で 3,468 件(60％,2.68％),次に腰部
790 件(13％,0.61％),胸部 683 件(11％,0.52％),
頸 部 583 件 (10 ％ ,0.45 ％ ), 背 部 119 件
(2％,0.09％),臀部 66 件(1％,0.05％),腹部 53 件
(0.04％)の順であった。年度毎にみていくと,肩部
は全ての年度において最も多かったが,他の部位
については年度により多寡が異なった。 
 
表 16 体幹部の負傷事故件数 
給付 頸部 肩部 胸部 腹部 背部 腰部 臀部 
合計
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
2009 
136 11% 700 58% 157 13% 14 1% 27 2% 149 12% 8 0.6% 
1,191
[0.48] [2.49] [0.55] [0.04] [0.09] [0.53] [0.02] 
2010 
115 9% 685 59% 159 13% 13 1% 16 1% 157 13% 8 0.6% 
1,153
[0.42] [2.53] [0.58] [0.04] [0.05] [0.58] [0.02] 
2011 
95 7% 759 60% 152 12% 7 0.5% 26 2% 191 15% 15 1% 
1,245
[0.37] [2.97] [0.59] [0.02] [0.10] [0.74] [0.05] 
2012 
129 11% 655 58% 129 11% 8 0.7% 28 2% 151 13% 22 1% 
1,122
[0.51] [2.59] [0.51] [0.03] [0.11] [0.59] [0.08] 
2013 
108 10% 669 63% 86 8% 11 1% 22 2% 142 13% 13 1% 
1,051
[0.46] [2.88] [0.37] [0.04] [0.09] [0.61] [0.05] 
合計 
583 10% 3,468 60% 683 11% 53 0.9% 119 2% 790 13% 66 1% 
5,762
([0.45]) ([2.68]) ([0.52]) ([0.04]) ([0.09]) ([0.61]) ([0.05]) 
※[ ]は発生率(％) 
 
③ 上肢部の負傷事故 (表 17) 
上 肢 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度の合計(割合,発生率)で最も多かった
のは,肘部で 2,457 件(47％,1.90％),次に手･手
指 部 1,56 件 (29 ％ ,1.20 ％ ), 手 関 節 593 件
(11％,0.45%),前 腕 部 337(6％,0.26％),上 腕 部
258 件(4％,0.19％)の順であった。年度毎にみる
と,全ての年度において肘部が最も多く,その他の
部位についても概ね変動はなかった。 
 
表 17 上肢部の負傷事故件数 
給付 上腕部 肘部 前腕部 手関節部 手･手指部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
50 4% 550 48% 79 6% 110 9% 346 30% 
1,135
[0.17] [1.95] [0.28] [0.39] [1.23] 
2010 
53 5% 482 46% 67 6% 128 12% 299 29% 
1,029
[0.19] [1.78] [0.24] [0.47] [1.10] 
2011 
54 4% 518 47% 79 7% 122 11% 326 29% 
1,099
[0.21] [2.08] [0.30] [0.47] [1.27] 
2012 
47 4% 484 48% 63 6% 98 9% 310 30% 
1,002
[0.18] [1.91] [0.24] [0.38] [1.22] 
2013 
54 5% 423 45% 49 5% 135 14% 279 29% 
940 
[0.23] [1.82] [0.21] [0.58] [1.20] 
合計 
258 4% 2,457 47% 337 6% 593 11% 1,560 29% 
5,205
([0.19]) ([1.90]) ([0.26]) ([0.45]) ([1.20]) 
※[ ]は発生率(％) 
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Ⅳ．考察 
１．「授業」の負傷事故について 
１) 負傷事故の現況 
2009 年度から 2013 年度の 5 年間で，高等学
校の柔道の「授業」における負傷事故件数の合
計は 13,884 件であった。この負傷事故件数の(1
年あたりの)平均値 2,776,標準偏差 318 であった。
中学校と比較すると,中学校 21,562 件であり,高
等学校の負傷事故件数は中学校の約 0.7 倍で
あった。これは学指導要領により,中学校では武
道は必修であるが,高等学校では選択に位置付
けられるため,柔道を履修した生徒数が異なって
いることが要因と思われる。また,高等学校の負傷
事故件数の推移をみると,2009 年度 2,878 件から
2011 年度 3,011 件と 100 件ほど増加傾向にあっ
た 。 し か し ,2012 年 度 以 降 は 減 少 傾 向 に あ
り,2013 年度はこの 5 年間で最も少ない 2,242 件
であった。この負傷事故件数の減少に影響を与
えているのは,中学校は指導要領の改訂であるこ
とが考えられ（藤澤,2015,p.102-103）,高等学校
でも同様の改訂が影響を与えていると思われる。
中学校の学習指導要領は 2008 年度に改訂して
おり,中学 1･2 年生において武道が必修となった。
この武道必修化により「柔道を選んだ中学校は,
国公私立全体の 64.0%に当たる 6837 校」(毎日新
聞,2012.7.4)という報告があり，指導要領改訂前
と比べてより多くの中学生が柔道を経験している
ことが推察される。また,高等学校の学習指導要
領は 2009 年度に改訂しており,中学校からの接
続を踏まえた上で,指導内容の体系化がはかられ
ている。このように中学校までの学習を踏まえた
指導内容の体系化がはかられ,柔道の学習機会
を継続することは,より段階的な指導を可能にし，
「授業」での負傷事故の減少に影響を与えたと考
えられる。 
男女別の負傷事故件数(割合)は,高等学校で
男子 13,062 件(94%),女子 822 件(5%)であり，中学
校で男子 17,474 件(81%),女子 4,088 件(18%)であ
った。このように,高等学校において男子の負傷
事故件数が多いのは,中学校同様（藤澤,2015,p. 
103）に,高等学校では武道は選択の種目であり,
男子は「武道」,女子は「ダンス」を選択する傾向
があることが要因と思われる。一方，中学校では
武道必修化以降,女子の負傷事故件数が年毎
に増え,割合が大きくなる傾向がみられており，こ
れは女子が柔道を学習する機会が増えたからで
あると推測する。 
学年別の負傷事故件数(割合)は高等学校で
2 年生 6,510 件(46%),1 年生 5,972 件(43%),3 年
生 1,402 件(10%)の順であり,中学校で 2 年生
8,403 件(38%),3 年生 7,144 件(33%),1 年生 6,015
件(27%)の順であった。これは高等学校学習指導
要領より,柔道の授業の実施は高校 1･2 年生で
柔道の授業が行われることが多いものと考えられ
る。さらに,高校 2 年生が高校１年生よりも多かっ
たのは,先行研究（藤澤,2015,p.103）や学習指導
要領などからも,授業で取り扱われる内容が基本
から応用へと内容がより発展的なものとなってい
るからであると考える。負傷事故件数が高校 3 年
生で少なく,中学３年生では多かったのは,それぞ
れ柔道の選択率が影響していると思われる。 
 
２) 負傷事故の種類 
負傷件数の多い上位 3 種類(割合)は,高等学
校では骨折 4,680 件(33%),挫傷･打撲 4,325 件
(31%),捻挫 3,581 件(25%)であった。一方,中学校
では骨折 7,946 件(36％),挫傷･打撲 6,794 件
(31％),捻挫 5,556 件(25％)の順であった。負傷
事故の多い上位 3 種類は高等学校と中学校で
は同じ順であった。この件については,負傷事故
の発生状況などをよく精査した上で,事故の原因
を調査していく必要があるだろう。 
 
３) 負傷事故の部位 
負傷件数の多い上位 3 部位(割合)は高等学
校で下肢部 5,497 件(39％),体幹部 3,626 件
(26％),上肢部 2,745 件(19％)の順であった。中
学校では下肢部 8,568 件(39％),体幹部 5,109
件(23％),上肢部 4,445 件(20％)の順であった。さ
らに,それぞれの部位で負傷事故件数(割合)が
最も多いのは,高等学校では,下肢部は足･足指
部 2,777 件(50%),体幹部は肩部 1,489 件(41%),
上肢部は手･手指部 1,366 件(49％)であった。ま
た，中学校で下肢部は足･足指部 5,534 件(64％),
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体幹部は肩部 1,991 件(38％),上肢部は手･手指
部 2,215 件(49％)であった。このことから,負傷事
故が多い部位は高等学校と中学校ともに同じ順
であり,負 傷 事 故 の特 徴 が同 じであるといえる。
足･足指部について武藤ら(2016,p.91)は, 裸足
で足技を多用する柔道において,足趾,中足骨の
骨折･脱臼は比較的多く見られ, 足趾が畳に引
っかかるか,打撲あるいは足を踏まれることにより
負傷する。足関節骨折は足関節をひねることによ
り受傷する場合が多く,相手の力が直接伝わり受
傷する場合と,バランスを崩した際に受傷する場
合 が あ る と し て い る 。 肩 部 の 負 傷 は 鮫 島 ら
(2006,p.43)は技をかけられたときが多く,投げられ
たとき肩から落ちることが傷害の主な原因と考え
られるとしている。そのため,受傷者の受け身の技
能の習得状況によっては負傷事故につながるこ
とが懸念されている。手･手指部の負傷について
武藤ら(2016,p.70)は,技をかけられて倒れる際に
受の手をつくこと,相手をつかむ時に手関節や指
関節をひねること,組み手争いの時に手部や指を
強打することなどが主な負傷の原因として挙げて
いる。 
頭部,頸部の負傷事故件数は,高等学校,中学
校ともに他の部位に比べると少ないが,頭部及び
頸部の事故は重篤な事故につながる恐れがある
ため,ここで取り上げておきたい。高等学校におけ
る頭部の負傷事故件数(割合)は 2009 年度の
227 件(7%)から 2011 年度の 316 件(10%)と 90 件
近く増加傾向にあった。しかし,2012 年度以降は
減少傾向にあり,2013 年度は最も少ない 217 件
(9%)となっていた。また,頸部の負傷事故件数は
2009 年度の 208 件(27%)から 2011 年の 225 件
(28%)と微増傾向にあった。しかし,2012 年度以降
は減少傾向にあり,頭部同様に 2013 年度は最も
少ない 162 件(27%)となっていた。これらについて
は,先に述べたように,高等学校学習指導要領の
改訂により,中学校からの接続を踏まえた指導内
容の体系化がはかられたこと,それにより学習の継
続の機会が増えたことが減少傾向につながったと
考えられる。佐藤,柳浦(2013,p.44)は,頭部,頸部
の負傷事故の原因の多くが,技をかけられた際に
受け身を十分にとれなかった場合に,頭部や頸部
にダメージを受けたことが原因として考えられる。
このことを考えれば,受け身や投げ技の技術の習
得には相応の学習期間が必要であるが,頭部,頸
部の負傷事故の予防には重要であることが伺え
る。 
 
２．「部活動」の負傷事故について 
１) 負傷事故の現況 
2009 年度から 2013 年度の 5 年間の負傷事故
件 数 (発 生 率 )の合 計 は,高 等 学 校 22,810 件
(17.67%),中学校 32,013 件(16.21%)であった。高
等学校の負傷事故件数は中学校の約 0.7 倍で
あったが,発生率には大きな違いはみられなかっ
た。また,高等学校の負傷事故件数(発生率)の推
移をみると,2009 年度 4,596 件(16.37%)から 2011
年度 4,966 件(19.47%)であり,400 件ほど増加傾
向にあった。しかし,2012 年度以降は減少し,2013
年度はこの 5 年間で最も負傷事故件数が少ない
4,194 件(18.06%)であった。2012 年度以降の負
傷事故件数の減少については,表 9 で示したよう
に経年的な部員数の減少が影響したことや全日
本柔道連盟の安全対策への取り組みの効果が
表れていると考える。全日本柔道連盟では,「柔
道の安全指導」を発刊し,安全指導の普及活動
を行っている。「柔道の安全指導」は 2006 年に初
版,2009 年に第二版,2011 年に第三版を発刊し,
改訂ごとにより安全に配慮した内容となっている。
また,全日本柔道連盟(2009,p.1)はこの「柔道の
安全指導」をテキストとして,競技者とその保護者
及び指導者を対象に「安全指導」の講習会を全
国各地で行い,安全対策の周知徹底に努めてい
る。さらに,2012 年度より公認柔道指導者資格制
度の移行措置がとられ,2013 年度には公認柔道
指導者資格制度が完全実施されている。この指
導者資格制度の導入により,最新の医科学的な
知識とともに,より安全で効果的な指導法が徐々
に現場にもたらされていると推測される。 
男女別の負傷事故件数(割合,発生率)は高等
学校で男子 18,279 件(80%,17.51%),女子 4,531
件(19%,18.36%)であった。中学校で男子 25,009
件(78%,16.33%),女子 7,004 件(21%,15.82%)であ
った。負傷事故件数をみると,高等学校,中学校と
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もに男子の方が多く,割合,発生率をみても高等
学校,中学校ともに同程度であった。負傷事故件
数で男子の方が多かったことは,部員数が影響し
ているものと考えられる。 
学年別の負傷事故件数(割合)は高等学校で
1 年生 9,891 件(43%),2 年生 9,174 件(40%),3 年
生 3,745 件(16%)の順であった。中学校で 2 年生
13,066 件(40%),1 年生 12,535 件(39%),3 年生
6,412 件(20%)の順であった。高等学校の 1 年生
が最も負傷事故件数が多い理由としては,柔道の
技術や体力の未熟さが考えられる。また，中学校
の柔道の試合では「少年大会申し合わせ事項」
が適応されており,背負投等で両膝を最初から同
時に畳について技を施すことや関節技などは禁
止されている。つまり，高等学校では，競技規定
が異なり，技や技術が多様化する。このような理
由も 1 年生の負傷事故件数が多い一因となって
いると思われる。また,高校 3 年生については,高
校総体などの主だった大会が夏に終了し,活動そ
のものが少なくなったものと考える。 
 
２) 負傷事故の種類 
高等学校で負傷事故の種類は負傷事故件数
(割合 ,発 生 率 )が多 かった上位 3 種類は捻挫
6,605 件 (28%,5.11%), 挫 傷 ･ 打 撲 6,504 件
(28%,5.04%),骨折 5,261 件(23%,4.07%)の順で多
かった。中学校で骨折 12,756 件(39％,6.46%),捻
挫 8,466 件(26％,4.28%),挫傷･打撲 7,827 件
(24％,3.96%)の順であった。中学校と比較すると,
高等学校では骨折の数が，捻挫,挫傷･打撲より
も少なくなっているのが特徴であるといえる。これ
は「中学生の場合には骨の成長が急速であり,そ
れに対して筋肉が未熟であるために骨折などの
怪 我 を 招 き や す い と 考 え ら れ る 。 」 ( 山
口,2010,p.134)とはいえ,高等学校,中学校ともに,
捻挫,挫傷･打撲,骨折による負傷事故が全体の
約 8 割を占めているという現状は柔道の負傷事
故を考える上で大きな示唆となるだろう。 
 
３) 負傷事故の部位 
高等学校における負傷事故件数(割合,発生
率 ) が 多 い 上 位 3 部 位 は , 下 肢 部 9,776 件
(42%,7.57%),体幹部 5,762 件(25%,4.46%),上肢部
5,205 件(22%,4.03%)の順であり,この 3 種類が 9
割近くを占めていた。さらに,それぞれの部位の中
で,下肢部では膝部 4,488 件(45%,3.47%),体幹部
では肩部 3,468 件(60%,2.68%),上肢部では肘部
2,457 件(47%,1.90%)がそれぞれ最も多かった。一
方,中学校では下肢部 12,442 件(38％,6.30%),上
肢 部 8,538 件 (26％,4.32%),体 幹 部 8,211 件
(25％,4.16%)の順であった。さらに,それぞれの部
位 の 中 で は , 下 肢 部 は 足 ･ 足 指 部 5,614 件
(45 ％ ,2.84%), 上 肢 部 は 手 ･ 手 指 部 3,581 件
(41 ％ ,1.81%), 体 幹 部 は 肩 部 4,905 件
(59％,2.48%),であった。 
福本ら(1987, p.154)によると,柔道の技は,掛ける
技の支点,力点,作用点となる身体の部位を上手
く応用することによって始めて効果的な技が生ま
れることから,技の支点,力点,作用点にあたる腰,
膝,足首,肘,手首に傷害が多く見られるとしている。
よって,技の支点,力点,作用点となる膝部,肘部と
いった身体の部位が負傷し易いものと考えられる。
さらに,負傷事故の多い下肢部,体幹部,上肢部
の 3 部位で,それぞれ最も多かった膝部,肩部,肘
部の考察をする。 
まず,下肢部の負傷事故については,膝部の負
傷事故が最も多く発生しているが,これは柔道競
技において,特に膝に負担がかかることや競技規
定 が 影 響 して いる と 考 え ら れ る 。宮 崎 ら (1997, 
p.10-11)は大学入学前では膝の傷害が最も多く
見られたとしている。また,入学後の調査でも膝部
の傷害が最も多く,柔道をするにあたり,大学入学
以前での膝の傷害に代表されるように,若年時に
於ける傷害の残存が選手生命にかかることを示
唆している。さらに,恩田 ら(1999,p.49)は大学柔
道部員における傷害調査において,膝の傷害が
最も多いことを報告している。この膝部の傷害に
ついて,柔道は全身運動であると同時に,攻防の
中で回転運動も多く含まれ,膝には他の部位に比
べ外力が加わる機会が多いと推測されるとしてい
る。 
競技規定についていえば,中学校では「少年
大会申し合わせ事項」が適応されている。第 27
条(禁止事項と罰則)において,両膝を最初から同
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時に畳について背負投等を施すことは指導(軽
微な違反)である。一方,高等学校ではこの「少年
大会申し合わせ事項」は競技規定に含まれてい
ない。よって,背負投等の投技を施す際の膝をつ
くような投げ技が相手だけでなく,自分自身の身
体にもダメージを残していることが考えられる。次
に,体幹部の負傷事故については,肩部の負傷事
故が最も多く発生している。恩田ら(1999,p.50)は
肩部の負傷について,柔道の試合において勝敗
をきめる技のポイントは,投げられた競技者の背中
が畳へ着く姿勢によって大きく異なってくることか
ら,背中から落ちるのを避けようとして上体をひね
るなどし,肩から畳に落ちたりするケースが多くなる
と考察している。よって,肩部の負傷は,競技者が
勝敗を意識するあまり,背中が畳に落ちる時に体
をひねるなどして負傷していることが推測される。 
上肢部の負傷事故については,肘部の負傷事
故 が最 も多 く発 生 している。これは,山 口 (2010, 
p.138)は組み合った状態で捻るなどの際に起きる
肘 の 怪 我 が み ら れ る と し て い る 。 ま た , 恩 田 ら
(1999,p.50)は投げられる際に,腕や手を着くこと
によって技を逃れたりすること指摘している。さら
に,高校生からは競技規定として「関節技」が認め
られており,肘の関節の関節をとることが許されて
いることから,肘の関節技による負傷事故も多いも
のと推測される。 
最後に,頭部,頸部の負傷事故について述べる。
頭部の負傷事故件数(割合,発生率)は 2009 年
度の 118 件(2％,0.42%)から 2011 年度の 187 件
(3%,0.73%)と 70 件 近 く 増 加 傾 向 に あ る 。 し か
し,2012 年度以降は減少傾向にあり,2013 年度は
166 件(3%,0.71%)となっていた。全日本柔道連盟
(2015,p.12)によると,重大な頭部の怪我は,受身
が未熟で体力が不十分な初心者に多く,投げら
れて後頭部を打撲する場合に多く発生していると
している。紙谷(2014,p.15)は頭部外傷の受傷時
年齢が 18 歳未満の者が 90%であったこと,経験年
数が 1 年以内の者が 59%の初心者であったことを
明らかにしている。また,その原因の１つに受け身
の技術が未熟であることを考察で挙げている。最
新の柔道安全指導の手引である「柔道の安全指
導第四版」(2015)では,新たに脳しんとうに関して
「頭部事故防止･対応マニュアル」,「段階的競技
復帰プロトコール」が加えられていることから,今後
の頭部の負傷事故の推移について調査していく
必要がある。 
次に,頸部の負傷事故件数は 2009 年度の 136
件(11%,0.48%)から 2011 年の 95 件(7%,0.37%)と
40 件ほど減少傾向にあった。しかし,2012 年度は
129 件(11%,0.51%)と増加傾向にあり,2013 年度は
108 件(10%,0.46%)と減少傾向になるなど安定した
推 移 に は な っ て い な い 。 全 日 本 柔 道 連 盟
(2015,p.15)によると,受傷の要因には,取が受傷
する場合と受けが受傷する場合があり,取りが 19
件で,受けが 9 件であったとしている。取りの場合
には内股が多く,頸椎を過度に屈曲して損傷する
のが典型的であり,受けの場合は,相手に投げら
れて受身がとれなかったり,投げられるのを無理に
避けて受け身を取らず頭部から畳に突っ込んだり
して受傷している。さらに,紙谷(2014,p.17)による
と,頚部外傷は 10 歳代の者が 58%,経験年数が 5
年以上の者が 58%であったことも明らかにしている。
また,受傷機転に関しては,相手を投げるときに受
傷したのが約 6 割で,相手に技をかけられたときに
受傷したのが約 4 割程度であり,頭部と頚部で違
いがみられたとしている。さらに,一般的に柔道で
は投げられることによって受傷すると考えられがち
であるが,頚部外傷は自分で技を掛けて受傷する
例が多く,最も典型的な受傷機転は自ら内股を掛
けて頭部から畳に転落し,頚椎の過屈曲損傷で
あるとしている。また,山口（2010,p.137)は頸部の
怪我は,かける技が未熟であった場合に,自らがバ
ランスを崩して頭から突っ込む形で損傷を受ける
ケースが多いという報告もしている。 
このように,部活動の頭部や頸部の負傷事故に
関しては,受け身,投げ技の技術的未熟さに加え,
競技に熱中し,勝敗にこだわるあまりに無理な体
勢から投げ技を施した際に起こり得ることが推測
される。 
 
３．柔道の安全対策の検討 
柔道の安全対策についてはすでに全日本柔
道連盟，体育活動中の事故防止に関する調査
研究協力者会議（以下，協力者会議）などによっ
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て見 解 が出 されている。まず,全 日 本 柔 道 連 盟
(2015,p.19)によると，全ての指導は計画に沿った，
系統的•発展的に行われて初めて効果が期待で
きると同時に，事故の危険性を低下させるとして
いる。さらに，協力者会議(2012,p.49)では，柔道
の投げ技技術は受け身が安全にとりやすい投げ
技から指導すること，受け身が低い位置で衝撃の
少ない技から，徐々に高い位置で衝撃の大きな
受け身を必要とする技を扱うことなど段階的習得
を重視することや 試合や練習の中では合理的な
技の応酬を心掛けることが大切である。また,技能
の程度や体力が大きく異なる生徒同士を組ませ
ることは事故をより誘発させると考えられ，同程度
の生徒同士を組ませるように配慮する必要がある  
次に，本研究の結果,考察より,「授業」と「部活
動」の安全対策について検討する。まず，「授業」
の安全対策については，負傷事故件数の多い下
肢部，体幹部，上肢部の上位 3 部位の負傷を防
ぐ観点から，それぞれの部位の中で最も負傷が
多い，足•足指部，肩部，手•手指部について述べ
る。まず,足•足指部について武藤ら(2016,p.91)は，
畳に引っかかる,足を踏まれる,足関節をひねるこ
とが受傷原因として考えられ,相手の力が直接伝
わり受傷する場合と自らバランスを崩した際に受
傷する場合があるとしている。よって,柔道場の畳
などの適切な整備はもちろんのこと，まずは投げ
技の練習時に互いの足が踏むことやぶつかること
のないように，正しい足の運び方や体捌きを「授
業」の最初の段階で確認，練習しておく必要があ
る と 考 え る 。 次 に , 肩 部 に つ い て 鮫 島 ら
(2006,p.43)は，技をかけられたときに，肩から落
ちることが考 えられるとしている。また, 武 藤 ら
(2016,pp.54-57)はバランスを崩したときに手をつ
くことも考えられ,特に前回り受身がうまくない人は
肩から落ちやすいため,転がる前の体勢の支持を
しっかりとするとともに,バランスを崩したときに,不
用意に手をつかないようにすることや,取は引き手
を最後まで引いて受が受け身をとれるようにする
こと,引き手が最後に引けるように自分の体勢が
崩れないようにすることが必要であるとしている。さ
らに,森藤ら(1990,pp.87-94)によると,投げ技を施
された際の着床衝撃は熟練者のほうが,未熟練
者よりも有意に小さかったとしており,熟練度の差
異によって着床部位の順序や畳を打つ違いがみ
られることから,これが衝撃力に影響を及ぼしてい
ると考察している。また,取が投げ終わる瞬間引き
手を引き上げたほうが,引き上げなかったほうよりも,
最大衝撃力が有意に小さかったことを報告してい
る。このようなことからも,受け身を十分に練習する
こととともに,投げ技の練習時には取は姿勢を保
ち,引き手を最後まで引いて受が受け身をとれる
ようにすることが大切であろう。そして,手•手指部
について武藤ら(2016, pp.70-80)は，投げ技をか
けられて投げられる際に受が手をつくこと,相手を
つかむ時や組み手争いの際に手や指の関節を
ひねることが考えられ,肩部同様に受け身を十分
に練習し,正しい受け身や組み手動作,手指動作
を指導することが必要であるとしている。 
次に，「部活動」の安全対策については，負傷
事故件数の多い下肢部，体幹部，上肢部の上
位 3 部位の負傷を防ぐ観点から，それぞれの部
位の中で最も負傷が多い，膝部，肩部，肘部に
ついて述 べる。まず,膝 部 については，福 本 ら
（1987,p.154）によると膝部は投げ技をかける時に,
支点,力点,作用点にあたる部位であり,技の攻防
で使用度の高い部位に負傷がみられるとしている。
また,恩田ら（1999,p.49）は,柔道は全身運動であ
ると同時に,攻防の中で回転運動も多く含まれ,膝
には他の部位に比べ外力が加わる機会が多いと
推測している。このような膝への負担を減らすた
めには,まずは協力者会議(2012,p.68)の見解の
とおり,合理的な投げ技の掛け方を心掛けることが
重要となるだろう。さらに，競技規定から,両膝を
最初から同時に畳について背負投等を施すこと
は「少年大会申し合わせ事項」により,中学校まで
は違反とされる。しかし,高等学校ではこの事項は
含まれず, 両膝をついて投げ技を施すことが考え
られる。本村ら(2003,p.43)は,最初から相手を引
き落とすような低い背負投は受の頸椎や自分の
膝を痛める危険性がある。安全を第一に考えるな
らば,指導者は日頃から競技者に対し,最初から
膝をつかない投げ技を極力,指導すべきであろう。
次に, 肩部の安全対策については，「授業」の肩
部同様に，受け身の習得と取と受のそれぞれの
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配慮 が必 要 と考 える。恩 田ら（1999,p.50）は,柔
道の試合において勝敗をきめるポイントは背中が
畳へ着く姿勢によって大きく異なることから,上体
をひねるなどして,肩から畳に落ちたりするケース
が多くなるだろうと考察している。このことから「部
活動」では勝負に熱中するあまり,投げ技を掛けら
れた際に無理な防御姿勢になることが予想される。
このようなことからも,肩の負傷を防ぐ上では,やは
り,取は合理的な技の施し，受は潔い受け身が重
要となるであろう。そして,肘部については，膝部
同様に投げ技をかける時に,支点,力点,作用点
にあたる部位あたる。よって,肘への負担を軽くす
るためには,膝部と同じく,合理的な投げ技の掛け
方が大切 と考える。また, 山口 (2010,p.138）は,
投げ技において畳に手をついたり,組み合った状
態で捻るなどの際に起きる肘の怪我もみられると
している。このような肘の負傷を防ぐために, 武藤
ら(2016,p.70)によると,受は正しい受け身を習得
すること,手で支えるような無理な防御姿勢を取ら
ないことを挙げている。さらに,高等学校の競技規
定では肘の関節技が認められていることから,関
節技を掛けられた際に,肘を痛めることも考えられ
る。よって,指導者は取が強引な関節技を施さな
いように，また,受は関節技が決まる際には自ら潔
く「参った」を示すことを指導していくべきであろ
う。 
 
Ⅴ．結論 
本研究の課題は中学校における柔道の負傷
事故の研究に続き,高等学校の柔道「授業」及び
「部活動」の負傷事故の現況を明らかにし,中学
校の負傷事故との比較から負傷事故の傾向と特
徴を考察して, 安全対策について検討することで
あった。その結果,得られた結論を以下に示す。 
まず,「授業」の負傷事故については,高等学校
の「授業」の負傷事故件数は中学校の約 0.6 倍
であった。負傷事故の上位 3 種類は中学校,高
等学校ともに骨折,挫傷･打撲,捻挫の順であった。
負傷事故の上位 3 部位は中学校,高等学校とも
に下肢部,体幹部,上肢部の順で,それぞれの部
位では,下肢部では足･足指部,体幹部では肩部,
上肢部では手･手指部の負傷数が最も多かった。
以上の結果から,負傷事故の多い上位 3 部位の
負傷を防ぐ観点より,それぞれの部位で最も負傷
が多い足･足指部,肩部,手･手指部について安
全対策を検討し,以下 2 点の結論を得た。①足･
足指部,手･手指部については,高等学校教師の
生徒への正しい足運びや体捌き,組み手の指導
が大切であること。②肩部に関しては, 受の十分
な練習による受け身の習得と,取の安定した体勢
で引き手を最後まで引くなど相互の配慮の必要
性があることが考えられる。 
次に,「部活動」の負傷事故については,高等
学校の「部活動」の負傷事故数は中学校の約 0.
７倍であった。負傷事故の上位 3 種類は中学校
では骨折,捻挫,挫傷･打撲の順で多かったが,高
等学校では捻挫,挫傷･打撲,骨折の順であり異
なっていた。負傷事故の上位 3 部位は中学校で
は下肢部,上肢部,体幹部の順で多かったが,高
等学校では下肢部,体幹部,上肢部の順であり,
異なっていた。また,それぞれの部位の中では,中
学校は下肢部では足･足指部,上肢部では手･手
指部,体幹部では肩部,高等学校では膝部,肩部,
肘部がそれぞれ最も多かった。以上の結果から, 
負傷事故の多い上位 3 部位の負傷を防ぐ観点か
ら,それぞれの部位で最も負傷が多い膝部,肩部,
肘部について安全対策を検討し,以下 2 点の結
論を得た。①膝部,肘部については,部活動指導
者は日頃から競技者に対し,合理的かつ安全な
技の掛け方を指導することが大切であること。②
肩部,肘部に関しては,投げられる際や関節技を
施された時には勝負にこだわり過ぎずに潔く受け
身をとり,「参った」を示すことを競技者への安全
教育が重要であること。 
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